
評価指標 目標値 4 3 2 1 肯定率 全体肯定率

児童アンケート A 77 23 0 0 100

保護者アンケート A 43 57 0 0 100

教職員アンケート A 43 57 0 0 100

地域有識者アンケート B 50 33 17 0 83

児童アンケート A 46 46 0 8 92

保護者アンケート A 43 57 0 0 100

教職員アンケート A 14 71 14 0 86

地域有識者アンケート A 33 67 0 0 100

児童アンケート B 62 23 15 0 85

保護者アンケート A 43 57 0 0 100

教職員アンケート A 0 100 0 0 100

地域有識者アンケート A 57 43 0 0 100

児童アンケート A 85 15 0 0 100

保護者アンケート A 57 43 0 0 100

教職員アンケート A 14 86 0 0 100

地域有識者アンケート
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体験活動や協働
的な学びにより、
学習したことの
理解を深め、
様々な場面で活
用することができ
る。

96

学
び
続
け
る
た
く
ま
し
さ

・アンケート結果を昨年度と比較すると、多くの項目で向上し
ている。学校の継続的な地道な取組が行われているからだ
と感じる。
・好藤小学校とのオンライン交流授業は、小規模校の課題解
決につながる良い取組である。互いに刺激を受け、学習の意
欲付けにもなっているのではないだろうか。
・小規模校、少人数の良さを生かした学習を通して、学んだ
ことを活用する力が育っていると思う。

・他校との合同授業や交流を進め、多様な考えに触れ、自身の考え
を深めることができるよう授業改善に取り組む。
・ICTのより効果的な活用を進めるとともに、互いの考えを比較、関係
付けながら話し合ったり、自分の考えを異なる視点から捉え直したり
する活動を通して、深い学びの実践に努める。

主体的
な学び

個別最適な学び
と協働的な学び
のベストミックス
により、学習意
欲を高め、主体
的に学習を進め
ることができる。

児
童
・
保
護
者
・
教
職
員
・
地
域
の
方
の
平
均
肯
定
率
が
8
5
％
以
上

A

・児童、保護者、教職員が肯定的な評価となっ
ているが、地域有識者がやや低い評価となって
いる。
・一人一台端末を利用した学習では、効果的な
アプリケーションの活用について、各教員が取
り組んだ。

A 95

・児童、教職員がやや低い評価となっている。
・タブレットを活用した発表技術は向上してい
る。更に、ポインターの利用やシンキングツー
ルの活用などを実践していきたい。
・話し方や聞き方の具体的な姿を統一したこと
で、意識して取り組もうという態度が児童に見
られ始めた声掛けや指導を継続し、更に意欲を
高めていきたい。

深い学
び

対話的
な学び

学習形態の工夫
により、自分の
思いや考えを主
体的に、より良く
伝えることができ
る。

A

①教職員のＩＣＴ活用のスキルの向上を目指し
た研修等を継続する。また、各学級での取組に
ついて情報交換を行い、有効な活用を学校全体
で進める。

①音読集会や俳句集会などの発表の場を通し
て、自分の思いや考えを自信を持って伝えられ
るよう、発表の機会の確保とともに内容の充実
に努めていく。
②発表前に考えを書かせたり、辞書やタブレッ
トを活用したりすることで、自信を持って発表
できるよう支援していく。

改　　　　善　　　　策

・保護者、地域有識者、教職員は肯定的な評価
が多い一方、児童が低い評価となっている。
・児童は様々な体験活動や協働的な学びに主体
的に取り組んでいるが、学習内容の理解につい
て不安を持っている児童がいるようである。
・学びを生かすための授業構成、生活の中で学
びを活用させる声掛けなど、教師が児童の主体
性を育てることが必要である。

①児童が学習した成果を実感できるよう、個々
の児童の資質・能力の向上に努めていく。ま
た、一人一台端末の活用を工夫することで、児
童が学んだことを生かしながら学習を更に深め
ることができるよう授業改善を進めていく。
②学習の振り返りをもとに、次の学習への意欲
や課題を持たせることができる指導・支援に努
める。

令和６年度７月

【評価基準】  Ａ：目標を達成　　Ｂ：7割以上達成　　Ｃ：６割以上達成　　Ｄ：６割未満の達成　

評価資料 評価
アンケート結果（％）

考　　　　　　　　察
項目 重点目標

評価指標及び目標値
評定

学校による考察と改善方策

４：そう思う　３：どちらかと言えばそう思う　２：どちらかと言えば思わない　１：思わない 

令和６年度   前期学校評価　　学校評価報告書 鬼北町立愛治小学校

学習習
慣・読書
習慣の
確立

家庭でも学習や
読書を進んで行
い、学習したこと
をきちんと身に
付けている。

A 100

・児童、保護者、教職員ともに肯定的な評価で
ある。
・学びに関するアンケート結果より「読書を進
んでしている」の項目で、「当てはまる」
69％、「どちらかというと当てはまる」31％
で、昨年度3月末よりポイントが向上している。
・「自分の課題を見つけ、主体的に学ぶ」児童
を育てるため、レベルアップノートの充実や効
果的な家庭学習について工夫していきたい。

①家庭学習の意欲化を図ることができるよう、
レベルアップノートや一人一台端末の活用を工
夫していく。
②図書委員会による読み聞かせや児童による
「おすすめの本」の紹介を継続し、自ら本に親
しむ態度を育成する。

学校運営協議会

委員の所見
学校の対応


